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行
行

発
発

日月
集

毎
編

学

謀球
務

朝

総

本
学
硬
式
野
球
部
は
、
今
年
東
海
地
区
大
学
野
球
春
季
リ
ー
ダ

岐
卓
学
生
り
，
グ
億
お
い
て
、
３
年
ぶ
り
の
優
勝
を
果
た
し
、
神

宮

（全
日
本
大
学
野
球
選
手
権
大
会
）
へ
の
出
場
を
賭
け
た
代
表

決
定
り
，
グ
戦
に
臨
ん
だ
が
、
プ
レ
‥
若
フ
で
信
し
く
も
静
周
産

業
大
学
に
敗
れ
、
建
場
の
夢
な
か
な
え
ら
れ
な
か
っ
た
。

今
年
の
一舶
装
野
球
慕
は
、
嫁
呈

リ
ー
グ
を
弦
勝
二
敗
の
好
成
績
ムゝ

宿
敵
岐
阜
肇
徳
学
爾
大
学
を
破

っ
一

て
の
見
事
な
優
勝
で
あ

っ
た
。
こ

一

れ
に
な
、
屋
内
野
球
練
習
場
が
で

き
た
こ
と
、
Ａ
ヽ
ャ
テ
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス

為
の
ト
レ
ー
エ
ン
グ
ル
ー
ム
が
充

実
さ
れ
た
こ
Ｌ
等
が
要
用
と
し
て

上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
統
径
４
年

目
に
し
て
チ
ー
ム
の
戦
力
を
と
こ

ま
で
斑
き
上
が
た
若
き
久
保
監
督

の
熱
意
と
指
導
力
が
大
き
い
の
で

は
な
い
か
。
と
に
か
く
、
〈
イ年
の

選
避

荘
な
毎
試
ハ
暉打
つ
わ
打
つ
わ
、

庭
倒
的
な
勝
ち
方
で
県
ぬ
の
大
学

を
選
け
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
最

優
秀
選
手
に
主
将
の
中
川
驚

（経

営
な
と

、
曇

啜

力擦
子
に
拠
原
寮

（情
報
４
年
）、
ベ
ス
ト
ナ
イ
ン
に

な
機
手
坂
爾
君

分
獲
“口２
年
）、
一

塁
手
千
躙
岩

⌒法
２
年
）、
二
塁
手

本
村
君

（法
４
年
）、
外
野
手
車
留

君

（経
営
３
年
）
と
古
調
若

（経

営
な
年
）、
指
家
打
考
由
井
な

（経

営
３
年
）
が
選
が
れ
た
。

こ
の
布
陣
で
魏
ん
だ
東
海
地
区

代
表
り
‥
グ
戦
に
は
、
大
き
な
嬢

待
が
か
か
っ
た
。
５
月
２４
痛
ω
大

野
新
レ
イ
ン
ボ
…
球

場
で
行
わ
れ
た
と
園

戦
で
は
、
第
１
試
合

静
岡
産
業
大
学
に
は

５
対
４
で
勝
ち
、
第

２
試
合
の
松
坂
大
学

に
は
２
対
２
で
税
き

分
け
た
。
特
に
松
坂

大
学
と
の
試
今
は
、

２
対
２
で
延
長
に
入

り
、
峰
園
裏
松
坂
大

学
の
攻
撃
。
ノ
ー
ア

ウ
ト
満
塁
の
絶
然
絶

命
の
ピ
ン
チ
を
迎
え

た
が
、
学
瀬
選
手
の

警ⅢIⅢ l■

岐阜学生 リーグ優勝の報告

超
フ
ァ
イ
ン
プ
レ
ー
で
、
こ
れ
を

凌
ぐ
な
ど
な天
工
に
本
学
有
利
に
展

開
し
て
い
っ
た
。

６
月
２
日
ω
の
２
回
戦
は
場
所

を
二
重
県
松
坂
球
場
に
移
じ
行
わ

れ
た
。
第
１
試
合
本
学
は
松
坂
火

学
と
対
戦
し
、
７
対
Ｏ
の
コ
ー
ル

ド
勝
ち
。
続
く
第
２
試
合
で
松
坂

大
学
が
静
踊
厳
業
大
学
に
勝
て
ば

本
学
の
優
勝
が
決
ま
る
。
緊
通
し

た
試
合
展
開
の
中
、
再
大
学
と
も

チ
ャ
ン
ス
を
つ
ぶ
し
３
対
３
の
時

間
切
れ
引
き
分
け
と
な
っ
た
。
こ

の
た
め
本
学
は
第
３
試
合
の
静
園

産
業
大
学
我
蕉
優
勝
を
か
け
る
こ

と
と
な
っ
た
。
相
手
は
連
戦
と
教

り
、
本
学
断
然
有
利
の
状
況
で
試

合
が
始
ま
っ
た
◇
ど
う
い
う
訳
か

こ
れ
ま
で
好
調
で
あ
っ
た
打
線
が

サ
イ
ド
ス
ロ
ー
の
水
谷
捜
手
を
攻

め
あ
ぐ
み
、
ラ
ン
テ
ー
が
で
な
い

こ
れ
ま
で
本
学
感
分
逆
に
よ
る

禁
煙
措
置
を
取
っ
て
き
た
が
、
健

康
増
進
法
が
本
年
５
月
１
日
か
ら

施
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
５
月

７
日
熾
に
開
催
さ
れ
た
第
２
回
学

長
企
画
遍
営
会
議
に
お
い
て
、
学

内
を
全
蘭
禁
煙
と
す
る
こ
と
が
承

認
さ
れ
、
６
月
ｌ
日
岱
か
ら
実
施

さ
れ
た
。

神自出場を逃した最終試合

イ
ラ
イ
ラ
は
募
る
ば
か
り
。
先
取

点
を
取
ら
れ
、
形
勢
は
誓
す
石
利

の後

一
歩
の
と
こ
ろ
ま
で
違
い
つ
め

た
が
、
残
念
な
が
ら
２
対
５
で
敗

還
。
明
爆
控
距
ｆ
き
の
キ
ッ
プ
を

驚
け
て
本
学
と
静
聞
産
業
大
学
で

プ
レ
ー
オ
フ
を
導
つ
＞こと
と
な
っ

た
。６

月
３
蟄
の
、
運
命

の
翻
い
。

勇
ん
で
望
ん
だ
一試
合
で
あ

っ
た
が

み
な
さ
ん
既
に
ご
存
じ
の
と
お
り

■
対
３
で
本
学
の
負
け
。
飾
踊
産

業
大
学
の
監
感
Ц

選
手
の
綱
上
げ

が
何
度
も
行
わ
れ
、

務
優
勝
が
決

ま
っ
た
暑
い
口
で
あ

っ
た
。

糠
去
及
び
た
ば
こ
販
売
の
禁
と
が

行
わ
れ
た
。
ま
た
、
筆
煙
運
動
の

推
進
に
あ
た
つ
て
は
、
学
生
部
が

中
心
と
な
っ
て
取
り
組
み
が
行
わ

れ
て
お
り
、
禁
煙
推
進
実
施
本
部

が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

６
月
２
覆
の
か
ら
は
、
早
送
本

部
員
獲
よ
る
構
内
巡
躍
逝
導
が
毎

日
行
わ
れ
、
学
生
へ
の
協
力
が
呼

び
か
け
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
運
動
を
成
功
さ
せ
る
獲
は
、

全
職
貝
の
協
力
が
必
要
で
あ
り
、

特
た
学
生
を
指
導
す
る
立
場
の
教

員
が
今
回
の
禁
煙
運
動
に
率
先
し

て
取
り
組
み
、
学
生
の
模
範
と
な

る
行
動
を
取
る
こ
と
が
必
要
で
あ

ろ
つヽ
。

な
お
、
喫
煙
者
へ
の
配
慮
と
し

て
、
来
年
３
月
ま
で
構
内

（建
物

の
外
）
に
数
力
所
喫
煙
場
所
が
設

け
ら
れ
て
い
る
。

今
回
の
措
置
は
、
健
康
増
進
法

第
２５
条
に
基
づ
く
も
の
で
、

病
院
な
ど
多
数
の
者
が
利
用
す
る

施
設
を
管
理
す
る
者
は
、
こ
れ
ら

を
利
用
す
る
者
に
つ
い
て
、
受
動

喫
煙
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な

措
置
を
識
ず
る
よ
う
に

努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
定
め
ら
れ
た
こ
と

に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

構
内
禁
煙
措
置
と
し

て
、
構
内
の
灰
遜
の
織
芸
、

た
ば
こ
自
動
販
売
機
の

おもな内容
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大 学 構 内禁 煙

健康増進法第 2う 条の定 t'つ に

よ り大学格肉ての喫達 を崇

と こます。

学 長

はなみずき

○
イ
ラ
ク
戦
争
は

極
く
短
期
闘
で
絡

結
し
た
。
た
だ
、
職

争
の
発
端
と
な

っ

た
大
量
被
壊
兵
器

は
未
だ
見

つ
か

っ

て
い
な
い
。
細
曹
其

器
が
使
用
さ
れ
な
く
て
良
か

つ

た
。
と
こ
ろ
が
今
、
真
偽
の
程
は

わ
か
ら
な

い
が
緞
薦
テ
〕
で
は

な
い
か
と
言
わ
れ
て
い
る
も
の
が

あ
る
９
中
国
な
ど
を
中
心
怪
笙
放

を
ふ
る
う
重
症
急
性
呼
吸
器
症

候
群
含
①
く
ｏ
３

＞
⇔
毎
Ｏ

ヵ
協
！

奄
一■蛉

，ｏ
「＜
∽
】
欝
盛
【〇
鰤
口ω）で

あ
る
。
ま
さ
か
生
擁
其
器
に
よ
る

テ
ビ
だ
と
な
思
わ
な
い
が
ゥ

人
類
は
次
々
と
病
を
売
服
じ

て
＊
た
。
天
餐
煙
イ
ペ
ス
ト

・
コ

レ
ラ

・
ハ
ン
セ
ン
病
等
々
。
娠
や

心
臓
病
も
か
な
り
の
確
率
で
治

癒
度
が
上
が
っ
て
来
て
い
る
。
し

か
し
自
然
界
は
次

々
と
新
手
を

繰
り
農
し
て
来
る
。
エ
ボ
ラ
象
、

エ
イ
ズ
等
々
。
ア
フ
リ
カ
大
陸
の

あ
る
小
国
は
、
平
均
寿
命
が
２。
数

歳
で
あ
る
。
エ
イ
ズ
の
母
互蔑

築

で
乳
幼
鬼
の
死
亡
率
が
と
て
つ

も
な
く
高
い
か
ら
で
あ
る
。
人
類

も
懸
命
に
防
戦
に
努
め
て
い
る

が
次
々
と
生
ず
る
敵
は
極
め
て

強
力
で
あ
る
。
こ
ん
な
時
に
こ
そ

世
界
各
劇
が
協
調
し
て
敵
に
対

障
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
最
も

Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
の
浸
潤
の
ひ
ど

い
眸

国
に
対
し
て
各
国
が
手
を
差
し

の
べ
て
い
る
。
主
義
主
張
を
越
え

て
麗
結
し
て
癌
魔
に
あ
た
る
。
打

故
、
政
治
の
避
界
で
は
こ
う
で
き

な
い
の
だ
ろ
う
か
。
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本
学
の
２
０
０
４
生
皮
学
生
募

集
安
項
が
決
定
さ
れ
た
。

法
学
部

・
経
営
学
部

０

一
般
推
震
入
試

軍

集
人
塾

法
３５
名
、
経
営
弼

名
、
情
報
管
理
か
名
、
ビ
ジ
ネ
ス

企
画
３５
名
　
´

※
ス
ポ
ー
ツ
推
薦
入
試
を
含
む

一試

験

国
一

〈
法

・
情
報
管
理
〉
二
月
郵
溶
①

〈
経
営

‘
ビ
ジ
ネ
ス
企
爾
〉

五
月
１５
用
ω

試
験
科
旦

面
装
羅
競
、種
接

霊
験
△雰盪

本
７

名
古
屋

●
ス
ポ
ー
ツ
推
薦
入
試

◇
本
学
専
願
で
、
本
学
が
指
定
す

る
競
技
権
目
で
全
熙
規
模
又
は

都
通
府
県
レ
ベ
ル
の
大
会
で
活

麓
し
、
優
れ
た
成
績
を
修
め
、

入
学
後
当
該
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を

継
続
す
る
意
志
の
お
る
者
を
対

象
Ｌ
す
る
。

一指
定
競
技
種
目
〕
硬
式
野
球
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
ラ
グ
ど
―
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
、
権
僕
、
フ
ェ
一ン
シ
ン

グ
、
剣
道
、
本
ソ
ケ
と
、
後
式
庭

球
、
卓
球

（女
子
）、
棄
道

（女

子
）、
良
継
斑

叛
技

票

灸

塾

法
３５
名
、
経
冨
誇

名
、
情
熱
管
理
あ
名
、
ど
ジ
ネ
ス

企
画
馬
名

※

一
般
整
建
入
試
を
分
む

一試

験

日
一
読
難
重
月
４
８
い

後
期
３
月
８
隠
①

試
験
科
量

重
接
、
書
誓
群
査

調
験
▲雰盪

本
学

◇
支
援
　
指
をと
蕩
技
種
目
に
お
い

て
優
れ
た
成
績
を
修
め
た
者
に

対
し
、
学
費
の
う
ち
授
業
料
及

び
施
設
維
持
費

（９５
万
鯛
）
を

４
年
繭
免
除
、
又
は
授
業
料
の

一
部

（４５
万
円
又
は
２５
万
調
）

を
４
年
醐
免
除

本
学
入
学
後
に
ア
パ
ー
ト
等

に
入
居
す
る
学
生
に
対
し
、
４

年
間
住
居
警
補
助

⌒毎
月
１
万

鵜
を
上
限
）

●
一盤
離
期入
試

緊

集
人
塾

法
５。
名
、
解
特

７５

名
、
一犠
選
‘
卿
巧
名
、
ビ
ギ
小
ス

企
画
５。
名

試

験
量

Ａ
日
程
　
１
月
観
簿
０

Ｂ
日
程
　
２
月
１
用
①
～
３
ａ
ぬ

※
試
験
旧
白
農
選
択

話
籐
科
量

◆
オ
ー
プ
ン
キ
ヤ
ン
パ
ス
◇

策

　

象

法
学
部

・
経
営
学
部
希
望
者

開
催
日
時

Ａ
日
程
　
３
科
目
選
択

Ｂ
日
程
　
２
科
目
選
択

科
霞
　
「国
語
Ｉ
，
還

（吉
文

・漢

文
を
除
く
こ

「目
本
史
Ｂ
」
「世
界

史
Ｂ
」
「数
学
Ｉ
・数
学
Ａ
の
う
ち

数
と
式
」
「英
語
Ｉ

・
亜
」

顎

盗
会

場
〕
本
写
。
名
古
屋

◆
支
援
　
入
学
試
験
成
績
が
総
点

の
船
％
以
上
取
得
し
た
者
は
、

学
費
？
ク
う
授
業
料
及
び
施
設

維
持
費

（９５
万
円
）
を
免
除
。

２
年
次
以
降
は
学
業
成
績
等
を

審
査
の
？ゝ
え
継
続

０

一
餓
佳
騨
基
瓢

軍

集
人
塾

法
Ю
名
、
年
督

受

名
、
情
報
管
理
５
名
、
ビ
ジ
ネ
ス

企
幽
蛉
名

蚕

験
二

３
月
４
日
俗

調
聡
科
屋

「腟
王醇‥
こ
（古

支
・漢
文
工ぜ
除
と
」
「日
太
差
ニ

「常
界
史
Ｂ
靖
「数
学
Ｉ
・数
学
Ａ

７
月
３．
自
岱
蛉
時
～
発
持

８
月
２２
国
の
蛉
鷺
～
あ
時

９
月
毒
翔
ω
１０
時
～
１５
時

場
　
　
所

槻
日
大
学
６
号
館

の
う
ち
数
と
式
≒
英
語
Ｉ
・Ⅱ
」
以

上
か
ら
２
科
目
選
択

霞

験
会
盪

本
学

・
隼

幣
屋

◆
士
援
　
入
学
試
験
成
績
が
総
点

の
３。
％
以
上
取
得
し
た
者
は
、

学
費
の
う
ち
授
業
料
及
び
施
設

維
持
費

（９５
万
隅
）
を
免
除
。

２
年
羨
厩
降́
は
学
業
成
絞
等
を

霧
査
の
？ゝ
え
継
続

●
セ
ン
タ
ー
試
験
利
用
入
試

（Ｉ
期

・
巨
期

・
亜
期
）

寮
桑
人
数
〕

Ｉ
期

法
４
名
、経
営
４
名
、情
報

管
理
４
名
、
ビ
ジ
ネ
ス
企
画
４
名

亜
難
　
法
３
名
、経
営
３
名
、情
報

管
理
３
岳
、
ビ
ジ
ネ
ス
企
画
３
名

正
期
　
法
３
名
、経
営
３
名
、情
報

管
理
３
名
、
ビ
ジ
ネ
ス
企
画
３
名

い試

験

自
一
本
学
独
自
の
個
別

試
験
慧
課
さ
な
い
。

「試
験
科
目
一
小
学
が
利
用
す
る

内

　

容

▽
模
擬
裁
判
　
本
鯵
そ
っ
く
り
の

法
廷
教
室
で
法
学
部
在
学
生
が

筵
壕
殻
蜘
η
現
演
し
ま
す
。

▽
会
社
の
疑
似
体
験
　
会
計
、
晶

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験

の
荻

科

・
科
目
の
う
ち
一費
験
し
た
高
得

点
の
２
教
科
２
科
目
を
利
用
し
選

抜
す
る
。

※
前
年
度
の
成
績
も
併
せ
て
利
用

す
る
場
合
は
、
前
年
度
及
び
今

年
度
の
成
績
の
う
ち
高
得
点
の

２
教
科
２
科
目
を
利
嬬
す
る
。

◇
支
援

セ
ン
タ
ー
試
験
成
績

（葛
得
点
の
２
教
科
２
科
目
）

が
総
点
の
６５
％
以
上
取
得
し
た

者
は
、
学
費
の
う
ち
授
業
料
及

び
施
設
維
持
費

（９５
万
円
）
を

免
除
。
２
年
次
以
降
に
つ
い
て

は
、
学
業
成
績
等
を
審
査
の
う

工え
簸
控
視

０
鏡

蓑

萎

◇
本
学
独
泡
の
制
度
で
、
全
風
か

ら
食
格
泉
得
、
社
会

・
文
化
活

動
、
そ
の
他
様
々
な
分
野
に
お

い
て
優
れ
た
佃
性
と
能
力
を
発

揮
す
る
者
を
募
り
、
社
会
的
に

有
為
な
人
材
の
育
成
を
層
的
と

す
る
も
の
。

寮
桑
人
数
〕
法
５
名
、
経
営
５

名
、
情
報
管
理
５
名
、
ビ
ジ
ネ
ス

企
画
５
名

”審
査
区
分
一
資
格
取
得
、
一社
会
・

文
化
活
動
等

〔試
験
蒋
星

書
饗
番
査
、
爾
接

歯

学

部

今
年
度
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
及
び
体
験
入
学
の
実
施
日
程
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
お
知
け
合
い

の
方
の
子
弟
に
受
験
生
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
是
非
と
も
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

質
管
理
な
ど
会
社
の
経
営
手
法

の
疑
似
然
験
を
し
ま
す
。

▽
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
誕
生
か
ら
イ

ン
タ
‥
ネ
ッ
ト
ま
で
　
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
の
進
化
を
学
び
、
ホ
ー

０

一
般
入
試

霧雹
天
塾

６３
名

諏

験

自
一
２
月
１
日
ω

証

験
科
ユ

小
論
文
、
「英
語

Ｉ

・
亜
」
（必
須
）、
「数
学

Ｔ

・

憲
・数
学
Ａ
の
う
ち
叛
と
式
」
一惨

理
Ｉ
Ｂ
」
葦
趣
十
二
Ｂ
」
「生
物
Ｉ

Ｂ
」以
上
か
ら
ユ
科
題
選
択
、面
接

霰

姿

富
盪

本
学

ム
ペ
ー
ジ
も
作
成
し
ま
す
。

▽
ヒ
ッ
ト
高
品
の
ヒ
ミ
ツ
　
お
ま

け
付
き
落
晶
の
開
発
現
場
の
ヒ

ミ
ツ
を
大
公
開
し
ま
す
。

鳴

別
講
演

・
卜
‥
ク
ラ
て
，ご

▽
７
月
税
目
的
爵
時
１０
分
―

睡
支
種
教
育
セ
ン
タ
ー
長

一ハ義盗
　
柱８
一

「大
学
入
試
に
向
け
て
の

心
樽
桑

０

一
燦
墜
屡
茎
証

緊
桑
人
数
一
３。
名

一試

験

日
』
■
月
汚
日
ω

雲
験
科
目
中
小
論
文
、
商
接

一試
験
会
場
一
本
学
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▽
８
月
２２
目
∞
・３
韓
・０
分
～

生
島
　
と
ロ
シ

（フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）

「
チ
ヤ
レ
ン
ジ
か
ら

未
来
が
舞
すた
る
」

▽
９
月
１３
層
ω
お
時
・０
分
～

都
竹

悦
子

（た
Ｉ
Ｐ
ナ
ど
ゲ
ー
タ
ー
）

一本
写
不や
り
た
で
と
を

見

つ
け
よ
う
そ
」

⇔
体

験

入

学
◇

対

　

象

歯
学
部
希
望
者

開
催
日
時

８
月
１８
日
０
蛉
時
～
１５
時

場
　
　
所

朝
粛
大
学
ユ
号
館

内

　

容

▽
一避
琵
雲
百
億
つ
い
て

▽
模
擬
実
習
　

Ｙヽ

Ｅヽ
一
レ
ー
シ
ョ

ン
実
習
篠
で
ダ
ミ
ニ
人
影
を
役

っ
て
実
際
に
撫
を
職
り
ま
す

▽
学
内
見
学
　
臨
床
系
実
習
室
、

解
剖
実
習
室
、
紺
癌
病
院
花
ｆ
診

療
科
、
Ｃ
Ｔ
室
等

※
当
日
は
ラ
ン
チ
バ
イ
キ
ン
グ
、

奏
種
個
別
相
談
コ
ー
ナ
‥
を
ご

用
意
し
て
お
り
ま
す
。

※
璃
曜
は
Ｊ
Ｒ
穂
積
駅
か
ら
無
料

ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
進
行
し
ま
す

（所
要
時
間
５
分
）．

※
事
前
に
準
込
み
参
旅
さ
れ
た
方

に
な
、
願
書

一
式

・
過
去
問
題

集

・
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ

，
大

学
案
海
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
プ
ン
ゼ
ン
ト

し
ま
す
。

高
校
在
、
保
護
者
、
高
等
学
校

教
戦
員

開
催
日
時

７
月
２６
溶
Ｏ
ｉＯ
時
～

９
月
２７
日
０
１０
持
～

※
開
催
日
特
に
よ
っ
て
、
捜
茎
教

興

、

場

　

所

朝
磨
大
学
５
号
館

雪
―
今甲1ま 弩密大学生体験綬蒙フ亜房と言葺嬢

高校生、保護者、高等学校の先生方 を対象とした体験授業フェアをF汗弓r雀 し

ます。本学 3学部 5学科の全学科からく選 りすぐりの教師陣が楽 しく・わか

りやすく 'お もしろ寺ヽ講義を展 F干弓します。体験授業はどの授業でも自F長 に聴

講できます。お知 り合いの高校生藷君を是非ともご紹介 ください。

体験授業フェア開催語義

学科名 7月 26日 (土 ) 9月 27日 (上 )

法

「権利の実現」

「法と道徳」

比嘉  正動数授

来住野 究 講自雨

「民法とスポーツど

「我が国の死刑制度」

佐藤

大野

千春 教授

正博助教授

経 冨

「やさしい税法実務」
「マーケテイングと

顧客満足の追及」

′卜畠

渥侵言呂

信史 教授

好 講師

「最先端の ``管理"を
習得しようど

「企業の経営活動と会計」

國澤 英雄 教授

幅  勇雪 教授

情 報 管 理

「人口減少と知識社会」
「インターネットの

不思議」

吉田 良生

奥曲  徹

教授

教授

「データを整理して   服部 徳秀 教授

分析してみよう I」

「あふれる情報を整理しましょう」岡本 紘昭 教授

ビ ジ ネ ス 企 画

岩崎 大介

田村  明

教授

教授

「社長への道」

「ヒット商品のヒミツ」

「ヒット番組制作の裏側を探る」
中畑 千弘助教授

「賢い商人、賢い消費者1 田ノ上純一 教授

歯

「医学三次元(3D)画像J

「食物選択の行動生理学」

勝又 明敏助教授

硲  哲崇助教授

「歯と老化J

「歯科口腔外科の役割」

飯沼 光生助教授

高井 良招 教授

教職課程センター
「“教わる人"か ら“教える人"へ」

喜僑 健司 講師

「教員への道標 (み ちしるべ)」

梅村 明彦 教授

◇入試・オープンキャンパス・体験入学・体験授業フェア

に関するお問い合わせ先◇
朝日大学 入試課

岐阜県瑞穂市穂積1851〒501-0296

フリーダイヤル 0¬ 20-058327(入試専用)

1088TEL 058-329-
1089FAX 058-329-
httpプ/www.asahi… u.ac.,p/ホームページアドレス      .

E―rrlaii nyuusi@alice.asahi‐ u.ac.Jp

※
当
日
感
ラ
ン
チ
バ
イ
キ
ン
グ
を

ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

※
当
日
は
ｆ
Ｒ
穂
積
駅
か
ら
無
料

ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
通
行
し
ま
す

⌒蕨
一安
籍
闘
一う
０

。

※
事
前
に
中
込
み
、
参
加
さ
れ
た

方
に
は
グ
ッ
ズ
を
進
垂
し
ま
す
。

な
お
、
当
日
申
込
み
も
受
け
付
け

ま
す
。
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本
学
で
は
、
地
域
と
の
交
流
を

深
め
る
と
共
に
、
大
学
で
行

っ
て

い
る
教
育
及
び
研
劣
の
成
果
を
地

域
の
方
々
の
生
活
４
役
豆
て
て
い

た
だ
く
こ
と
を
日
的
と
し
て

「市

民
粘
談
室
」
を
設
置
し
た
。

枢
談
内
容
は
、
法
律
、
経
賞

曽
や
体
の
健
康
及
び
入
試
、
そ
れ

ぞ
れ
の
分
野
に
関
す
る
こ
と
を
対

象
と
す
る
。
毎
過
月
～
金
燿
日
の

９
時
か
ら
１７
時
ま
で
、
上
罐
霞
の

・ 4恩談受鴛中

|:車畠患議
９
時
か
ら
１３
簿
ま
で
の
間
、
地
元

桑
を
上
げ
る
こ
と
で
、
本
学
が
進

端
穂
市

の
嫌

大
垣
市
、
羽
鳥
市
や
北
方
昭
、
墨

侯
町
な
ど
の
住
民
を
対
象
に
予
約

を
一箕
け
付
け
て
い
る
。
相
談
が
あ

つ
た
場
合
に
は
、
本
学
の
教
職
員

が
描
談
亜
容
分
警
決
に
向
佐
通
切

な
ア
ド
バ
イ
ス
を
管
亀

知課
凝

な
篠
料
で
あ
る
。

今
後
、
本
相
談
室
が
地
域
住
民

の
筆
え
る
聞
題
の
解
決
信
蒋
駐

教育 ,観究成果を姜'と域化理元します

宮
魏
徳
理
事
長
は
、
多
年
に
わ

た
り
我
が
目
の
教
育
事
業
等
の
発

展
や
藩
学
技
術
の
振
興
に
尽
力
さ

れ
、
そ
の
場
績
に
対
し
４
月
鶏
自

付
け
を
も
つ
て
驚
綬
褒
章

（教
育

振
興
）
が
授
与
さ
れ
た
ｃ

な
お
、
５
月
１３
日
ぬ
如
水
会
館

に
お
い
て
伝
達
式

次
い
で
皇
居

経
お
い
て
拝
謁
が
行
わ
れ
た
。

杉

め
る
地
域
社
仝
ど

の
連
携
傘

誓

帯

に
対
し
大
き
な
役
割
を
担
う
で
あ

ろ
う
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

※
鵜
談
は
電
話
に
よ
る
予
約
受
付

綱
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

平
成
１５
年
春
の
叙
勲
に
お
い
て
、

本
学
教
戦
課
程
セ
ン
タ
ー
彩
江
孝

助
教
授
が
教
育
功
労
亀
ま
り
勲
圏

等
端
宝
章
を
受
章
し
た
。

市民相談室は本学 3号館 1賭にあります

(予約受付電話番号〉
・法律網談、経営相談、健康相談

058-329-1199
う入試相談 (フ リーダイヤル)

0120-058327
(予約受付時間〉

月～金  9:OO-17:00
主   9100-13t00

マーケテイング研究所

３
月
蛉
日
鶴
、
舞
日
俗
に
お
い

て
実
施
さ
れ
た
第
９６
題
歯
我
医
師

国
″粂
談

舎露
移
働
全

の
今

格
者
が
４
月
”
霞
い
年
後
２
時
に

発
表
さ
れ
た
。
本
学
の
新
率
者
合

昨
年
４
月
、
名
奮
屋
市
内
拒
本

学
が
繰
宥
す
る
朝
日
丸
の
内
ビ
ル

２
路
に

「耕
日
大
学
経
営
学
壽

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
研
究
所
」
が
開

設
さ
れ
た
。

同
研
究
所
は
、
産
学
協
周
の
財

究

。
調
査
活
動
考
推
進
す
る
こ
と

に
よ
り
地
域
社
会
へ
の
貢
献
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
マ
髯
ケ
テ

イ
ン
グ
歳
略
の
実
証
研
究

・
調
査

に
従
事
す
る
機
関
で
あ
る
。
主
な

活
動
ぬ
容
は
、

消
費
行
動
の
分
析

お
よ
び
夢
究
、
経
営
ヨ
ン
サ
ル
テ

ィ
ン
グ
の
受
注
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
リ
サ
ー
テ
の
受

注
、
議
突

〒

社

会
人
セ
ミ
ナ
こ
の

姦

攀

で
あ
ム

こ
れ
ま
で
に
携
帝

電
話
に
雷
す
る
調

査
や
男
後
の
美
容

意
識
に
関
す
る
調

査
を
行

っ
て
き
た
ｃ

幸
年
二
月
下
旬

に
は
薦
店
街
で
の

難
買
状
況
に
関
す

る
調
査
を
東
海
三

県
で
纂
施
し
、
こ

れ
を
も
と
筆
、
経

済
産
業
省
中
都
経
済
局
、　
一
宮
薦

工
会
議
所
の
依
頼
で
、　
一
宮
市
内

の
観
店
の
経
営
故
垂
Ｒ

商
店
街
の

羅

上ぜ
と
心筆

警

顧

の
実
践
釣
経
営
セ
ミ
ナ
，

『
一
富

あ
き
ん
ど
塾
』
を
開
催
す
る
こ
と

と
な
つ
た
。
閉
議
期
間
は
な
月
か

ら
二
年
間

（月
■
曖
）
の
全
滋
回

で
、
観
別
店
舒
を
モ
デ
ル
と
し
た

経
督
甚
選
〒
ユ
み
匹
す
る
。

※

一
宮
市
内
の
経
営
者
で
あ
き
ん

ど
塾
へ
の
入
会
を
ご
希
望
の
方

は

一
奮
落
工
会
議
所
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

格
率
は
鋸

。
４
％
で
あ

っ
た
。
全

国
で
は
受
験
者
数
３
２
０
８
名
、

合
搭
者
数
２
９
３
２
名
、
合
格
率

９．

．
な
％
で
％

っ
た
。

―宮商店街の活性イとをサポート

工 慧轟 善ん と基
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第
２
回

本
学
体
育
会
主
催
、
体
育
会
ラ

グ
ビ
・，郡
一一管
の
第
２
園
壌
目
大

学
ラ
グ
ビ
ー
祭
が
、
５
月
陸
緑
ω
、

本
学
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
ラ
グ
ご
‥

場
に
て
婢
催
さ
れ
た
。

笠

間
中
は
、
岐
常
｝県
内
の
一勘
校

よ
ラ
ガ
ー

マ
ン
を
招
待
し
た
ラ
グ

ビ
ー
救
室
を
行

い
、
身
体
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
及
び
技
術
再
の
ク
リ

エ
ッ

ク
を
実
施
ｊ
た
◇

コ
‥
チ
ン
グ
は

本
学
ラ
グ
げ
１
部
監
廠
ス

ヘ
ッ
ド

コ
ー
テ
、

Ｂ
氏
コ
ー
チ
に
加
え
て
．

驀
票
が
ア
シ
ス
タ
ン
ト
を
務
め
た
．

ま
た
、
本
学
麓
学
部
４
よ
る

マ

ウ
ス
ガ
ー
ド
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
コ
ン
の
テ
ン
ト
で
は
、
あ
ま
りヽ

の
好
評
に
よ
ぢ
長
館
の
宛
が
で
き

て
い
た
ι

ラ
グ
ビ
‥
郡
員

の
保
護
者
の
み

な
さ
ん
ｔ
よ
る
碁
査
を
な
さ
み
、

午
後
か
ら
は
言
曜
寸学
校
揺
待
試
今

＞
し

て
謝
車

上
開
商
正
一星

孝

狡

曜

甍

守

二

一

Ｌ
開
西
創
価
高
等
学
校
Ｌ
の
試
今

が
行
わ
れ
、
若
さ
あ
ふ
れ
る
プ

レ
ー
に
会
場
が
わ
い
た
。
ひ
き
つ

づ
さ
行
わ
れ
た
大
学
籍
待
試
今
で

は
、
本
学
と
愛
鎌
学
娩
大
学
と
の

イ

６
月
１
澪
①
、
税
粗
島
ス
ポ
ー

フ
セ
ン
タ
ー

（名
古
屋
市
）
樺
お

い
て
東
海
学
生

・
女
子
学
生
剣
進

選
手
権
大
会
が
痴
催
さ
れ
た
。
痢

大
会
な
、
企
癬
小
学
生
の
予
逮
会

を
茉
ね
て
お
り
、

男
子
鋒
大
学
２

５
６
ゆ警
一や、
女
子
あ
大
学
１
７
２

選
手
が
崩
場
し
、
東
海
ナ
ン
バ
ー

ワ
ン
剣
十
の
座
と
イ
ン
カ
レ
農
場

を
独
い
蘭
っ
た
。

本
学
体
育
会
剣
道
慕
か
ら
は
、

男
子
８
名
、
女
子
勇
名
が
―…，ｉ…
場
。

６
月
力
Ｂ
ω
に
開

笹
さ
れ
る
全
日
本

学
生

・
女
子
学
生

剣
遭
選
手
確
夫
〈
お

（大
鋲
埜
推
陰
い

館
）
へ
の
出
場
権

を
獲
得
し
た
。

ま
た
、
６
月
８

目
①
胴
会
場
に
お

い
て
東
海
学
生

・

女
予
歴

新
入
剣

道
選
手
権
大
会
が

開
雀
さ
れ
、
男
子

２５
大
学
生
８
２
選

手
、
女
子
２２
大
学

７３
選
手
が
崩
場
し

た
。本

学
か
ら
は
男

子
１９
選
手
、
女
子

８
選
手
が
農
場
し
、
第
３
位
に
崎

崩
隆
志
さ
ん

（法
１
年
）、
ベ
ス
ト

８
に
神
靱
康
祢
さ
ん

（法
１
年
）
、

藤
関
智
基
さ
ん

（経
営
１
年
）、
崩

尻
望
さ
ん

（法
１
年
）
が
入
賞
し

た
。

・４
用
い
に
は
、
地
鎮
祭
が
行
わ
れ

本
学
役
職
者
、
工
事
関
係
考
が
出

席
し
、
安
全
に
立
派
な
剣
道
場
が

建
て
ら
れ
る
こ
と
を
願
っ
た
。

4

本
学
体
育
会
紺
挟
部
は
、
６
月

１
翔
岱
に
開
催
さ
れ
た
西
目
本
学

生
相
撲
饗
手
権
本
宿

⌒▲
盤
篠
分

市
大
浜
公
霜
相
撲
場
）
に
基
場
し

た
。
結
果
は
３
勝
３
敗
勝
ち
点
勇

新
剣
道
場
は

鉄
骨
２
階
建
て
、

斑
べ
面
積
約
６

６
４
ぽ
で
あ
り
、

コ
ー
ト
２
面
、

男
子
一史
衣
室
ゝ

女
孟
史
衣
室
、

順
範
室
、

男
子

ト
イ
ン
、
女
子

ト
イ
レ
を
有
す

る
。
５
月
中
旬

か
ら
〓
事
が
始

ま

っ
て
お
り
、

９
月
末
に
燃
完

成
す
る
予
定
で

あ
る
。

◆ 一 一 一
一 一

挙

試
合
が
行
わ
れ
、
鍛
え
上
げ
ら
れ

た
強
靱
な
体
、
そ
る
ル
ギ
ッ
シ
ュ

な
試
合
展
開
に
高
校
選
手
も
釘
付

け
で
あ
っ
た
。

現
在
学
内
に
あ
る
剣
道
場
が
老

朽
化
、
手
狭
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

本
学
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
剣
道
場
が
新

築
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
５
月

菫義
縛
γ
絶
鍋
評

朝
郷
大
学
３２
‐
３．
愛
知
学
院
大
学

で
愛
知
学
院
大
学
Ｌ
同
率
と
な
り

３
位
決
定
域
を
行

っ
た
が
錯
し
く

も
敗
れ
４
位
と
な
っ
た
わ

ま
た
、
こ
の
成
績
に
よ
り
全
日

本
大
学
選
抜
種
撲
十
森
覇
大
会

（３
月
１６
日
開
催
／
青
森
県
）
へ

の
基
場
権
を
獲
得
し
た
Ｇ
用
郡
は

５
月
の
西
日
本
選
抜
学
生
大
会
嫌

お
い
て
は
囲
容
で
３
位
に
入
貧
し

て
お
り
、
スケ
年
に
入
っ
て
４
度
厨

の
全
国
大
会
出
場
を
決
め
た
。

ま
た
、
６
月
２
～
４
日
の
３
日

簡
、
全
国
局
校
透
抜
大
会
優
勝
校

で
あ
る
鳥
取
城
北
高
等
学
校
相
撲

郡
＞
入
口用
稚
吉
を
行

っ
た
。
同
校

に
Ｌ
岳
径
菅
４
選
手
が
所
属
し
て

い
る
縁
か
ら
実
現
し
た
稽
古
会
で

あ
る
。
本
学
番

員
は
全
岡
ｋ
・
ッ
プ

レ
ベ
ル
の
高
校
生
遷
＋
と
と
も
に

汗
を
流
し
、
お
互
い
の
技
推
τ
磨

き
合

つ
た
。

剣
遵
場
新
築
工
事
始
ま
る

上位入賞おめでとう (左から飯田君、高橋さん、小島さん)

剣遭場工事の安全を祈願
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消費ll文支計算書

資金収支計算審

貸r音姑解表

H実入の部 支出の部

学生生徒等継付企露文入

手    数    鵜

寄    付    金

ほ藤   麟l,   金

資 廷 運 用 ′撰 入

資 底 売 去a差 額

事  業  収  入

医 療 l尿 入

雑    収    入

6`(148

49

30

734

2269
2

5(l

71243

123

人    件    費

教 育 研 究 緒 ☆

管 理 経 費

資 産 処 分 差 兼

篠収不能事I基 金繰入富民

徴  収  不  能  挙

6,644

5,861

757

3フ

6

25

帰 届 収 入 の 部 合 計 16`548

基 本 金 牽こ 入 額   ハ 832

消費 1更 入の都 合計 1も,716 消 費 支 出 の 吉S合 計    13,329

茎年度鴻費収入超過鎖 2,33ア

前年度綜義1簿費収入超過奮・五     59,198

翌年度蝶遂i差費収入磁ね攀 811535

収入の部 支歳の都

韓
４９
２２
惑
郷
綱
締
終
魃
姐
路
Ｗ
９５ё

入
入
入
入

入
入
入

入
入

入
入
定

金

学
手

守
輌
資
資
事

医
雑
競

そ
資
議

養全支議調整勘定
次年度繰超支払資金

昴

″

洛

３６

９０

錦

９７

盛

盛

』

盤

議

歳

幾

支雑支
貧支支丈

簿韓幹鶉韓『弾

入
複
警
施
設
資
そ

4へ  1,287
12.828

34,946収入の都合計 34,946支出の部合計

資産の部 彙債の都

匿l定 資 産 95.432

有 形 割 定 資 産

その他の憂l定 資産

25.418

701014

饉

流

定

動

食

兵

イ費

償

3,964

2,5と 6

箕 1費 の 部 合 計

流 動 資 産 14,136 基 本 全 の 都 合 計 41,503

消費収支差額の部合計    61,585

資 産 の 部 合 計   109,588
真債の部、基本金の部及び

鴻費収支差額の都合計 1091668

お日の1凹み解決します

歯

の

６
月
４
～
Ю
霞
は

「歯
の
衛
在

迪
閤
一
で
あ
る
。
こ
の
期
間
、
本

学
附
昼
擾
玩
で
は
疇
の
病
気
に
つ

い
て
無
っ
て
も
ら
お
う
と
、
１
踏

口
ど
―
に
て
征
態
姓
謬
≡

―
チ
ユ

を
設
置
し
た
。
四
の
病
気
と
で
つ たくさんの方が相談コーナーを訪れた

と
虫
歯
や
歯
届

病
が

一
般
鮨
で

は
あ
る
が
、
そ

れ
以
外
に
も
舌

の
病
気
や
顎
の

病
気
な
ど
あ
ま

り
無
ら
れ
て
い

な
い
病
気
も
含

ま
れ
て
い
る
。

藝
輝
院
の
尊
鶏
分
野
の
医
師
ら
が
、一
訪
れ
た
相
談
者
に
丁
寧
に
か
つ
わ

色
彩
豊

か
な
元
董
の
ポ

ス
タ
ー

格
積
キ
ャ
ン
パ
ス
穂
為
は
、
も

と
も
と
車
両
の
乗
り
入
れ
は
禁
止

さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、

当冨
近

は
こ
れ
が
有
名
無
察
と
な
っ
て
い

申

か
り
や
す
く
病
気
の
為
容
、
治
療

法
ヽ
予
防
法
を
指
導
し
た
。

ま
た
、
相
談
コ
ー
テ
ー
調
設
期

関
に
合
わ
せ
て
、
増
穂
積
野
お
の

４
つ
の
小
学
校
か
ら
歯
の
徳
れ
遇

蘭
た
関
す
る
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し

農
示
し
た
ｃ
整

一
種
に
掻

不
さ
れ

た
色
鮮
や
か
な
児
童
の
ポ
ス
タ
二

に
、
来
院
さ
れ
た
患
者
さ
ん
が
是

を
と
め
て
見
入
っ
て
い
た
。

た
感
が
あ
る
。
そ
こ
で
キ
ャ
ン
パ

ス
内
で
の
輪
禍
を
来
然
に
防
ぐ
こ

と
並
び
に
騒
音
や
排
ガ
ス
か
ら
教

育

・
研
究
環
境
の
保
全
を
選
る
た

め
、
穂
積
キ
ャ
ン
パ
ス
内
墓
鹿
粂

り
入
れ
禁
止
規
程
が
制
定
さ
れ
、

６
月
１
層
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と

と
な

っ
た
。

そ
も
そ
も
教
育

・
研
究
を
目
掬

と
し
て
構
築
さ
れ
て
い
る

一大
学

キ
ヤ
ン
パ
ス
一
に
薬
向
を
乗
り
入

れ
る
こ
Ｌ
自
然
、　
一
定
の
例
外
を

除
い
て
静
さ
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
儘

学
内
揮
誠
け
ら
れ
て
い
る
駐
車
場

は
、
第

一
義
簿
に
な
貯
属
病
院
の

患
著
さ
ん
篤
と
し
て
、
さ
ら
に
は

一
定
の
正
当
な
目
約
を
有
し
た
学

分
者
用
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
論

を
持
た
な
い
。
患
者
さ
ん
の
集
中

す
る
と
曜
日
に
は
、
正
一聴
玄
関
ロ

ま
で
の
通
路
を
利
痛
し
て
対
処
し

て
い
る
。
組
二定
さ
れ
た
規
程
は
、

こ
の
こ
と
を
受
け
、
そ
の
第
２
粂

で
、
例
外
を

中止
む
を
得
ぎ
る
者
」

ま
た
は

「誕
も
が
そ
れ
を
首
肯
で

き
る
者
」
に
限
つ
て
い
る
。
船
届

病
院

へ
の
来
院
者

（患
者
、
分
談

人
事
消
息

会
奮
鬱

退
職

（３
月
雛
日
付
）
▽
歯
学

部

〈
勤
手
〉
売
木
元
英

採
用

（５
月
１
日
付
）
▽
歯
学

部

〈
助
手
〉
小
造
典
子

会
霧
鰺

採
用

奪

月
１
日
住

▽
脇
隠

育
代

（腔
属
村
上
記
念
病
院
事
務

部
医
事
二
課
）

〈医
療

υ

退
磯

（４
月
３。
日
付
）
▽
服
部

贔
子

（附
属
病
院
看
護
師
）
（６
月

学塞
じ
、
身
体
に
障
害
の
あ
る
者
、

正
基
な
理
由

の
あ
る
専
再

（ス

ク
ー
ル
バ
ス
、
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー

ご
み
収
集
車
等
）
な
ど
で
あ
る
。

用
規
種
は
、
こ
れ
ら
を
中
警荘
に
基

づ
き
詐
可
し
た
場
合
に
車
両
の
乗

り
入
れ
を
認
め
る
こ
と
と
し
て
い

る
。
少
々
固
い
話

に
な
る
が
、
一許
可

と
は
、　
一
般
的
に

禁
と
さ
れ
て
い
る

行
為
を
、
特
定
の

場
合
に
解
除
し
、

適
法
に
行

え
る
よ

う
に
す
る
こ
と
」

で
あ
る
か
ら
、
劇

規
程
は
、
従
来
の

擦

Ｔ

赤

支

法
と

し
て
行
わ
れ
て
い

た
こ
と
と
一憲
つ
べ

き
か
―
を
成
支
と

し
て
規
を
化
し
た

も
の
で
あ
る
と
孝煮

え
よ
孔ヽ

ち
ょ
つ
と
荷
物
を
積
み

込
む
だ
け
、
す
ぐ
帰

っ
て
く
る
か

ら
が
ど
れ
ほ
ど
周
囲
に
迷
惑
を
か

け
て
い
る
か
が
ひ
と
り

一
人
に
問

わ
れ
て
い
る
。
最
後
限
度

の
マ

ナ
ー
で
あ
る
。
緊
急
性
の
あ
る
、

必
要
度
の
高

３。
日
０

▽
挫
畳
雀
、
早
畑
美

智
子
（略
密経
上
記
念
病
陸
重
我

師
）採

用

（５
月
１
爾
行
）
▽
宣
織

友
紀
代

（階
屋
村
上
記
念
病
院
看

護
師
）
▽
村
田
剰
絵
、
谷
藤
雅
輝

（附
属
村
上
記
念
病
院
准
看
護

鬱

奪
月
１
日
色

廣
瀬
文
江

（附
属
村
五
証
念
病
院

看
護
師
）
（７
月
１
日
付
）
▽
閣
園

二
重
子

（船
癌
病
院
看
護
師
）
▽

是
立
登
百
見

（賂
属
村
上
記
念
病

院
看
護
師
）

車を誘導する警備員


